
　
　
　
箪
琴
唄
岱
　
　
紹
　
　
介

愈
は
決
し
て
後
獲
的
の
も
の
で
は
な
く
、
基
督
敏
閣
腿
の
成
立
に

先
在
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
三
三
は
淋
よ
り
與
へ
ら
れ
た
も

の
で
、
人
間
の
造
り
上
げ
た
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
の
意
味

に
於
て
教
會
は
奇
蹟
で
あ
っ
て
史
的
因
果
則
の
産
物
で
な
い
、
我

等
は
か
・
る
『
奇
蹟
』
を
信
ず
る
こ
ε
に
覧
て
始
め
て
『
ゆ
世
』
を

理
解
す
る
芝
が
出
來
る
，
『
紳
秘
』
を
信
じ
な
い
者
に
は
、
史
的
生

命
の
創
慧
、
こ
建
設
ミ
は
逡
に
理
解
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
L
S
含
味

す
べ
き
深
み
あ
る
言
葉
ミ
思
は
れ
る
Q
精
紳
文
化
殊
に
美
衛
方
面

に
慰
し
て
著
者
は
猫
特
の
理
解
を
有
っ
て
を
ら
る
、
こ
ε
は
衆
知

の
こ
S
、
本
書
全
香
し
し
て
内
容
豊
冨
、
創
意
ミ
暗
示
母
」
に
冨
み

行
脚
又
暢
達
，
叫
度
巻
を
ミ
れ
ば
容
易
に
之
を
措
く
能
は
し
あ
ざ

る
魅
力
を
も
ち
到
る
臓
に
署
者
獅
畠
の
姿
を
若
し
出
し
て
み
る
。

叉
本
書
に
は
網
版
色
刷
無
色
の
挿
圖
二
七
葉
あ
り
、
錦
上
華
を
添

へ
，
怨
末
に
中
世
史
研
究
参
考
書
目
録
を
十
二
頁
に
亘
り
て
附
せ

ら
れ
た
る
は
後
進
者
の
こ
よ
な
き
羅
針
盤
ε
な
る
。
西
洋
∵
更
研
究

者
は
勿
論
敏
養
あ
る
人
士
の
蝸
談
書
た
み
は
何
入
も
異
存
な
き
ミ

こ
ろ
ε
信
ず
る
。
（
菊
判
五
七
七
頁
、
東
京
冨
山
房
護
党
、
儂
四
、

五
〇
）
〔
中
原
〕

第
M
號
　
　
　
…
五
山
ハ
　
（
｝
五
“
ハ
）

　
　
麟
銅
鉾
銅
劒
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
通
博
士
高
橋
　
健
宮
著

　
銅
鉾
銅
劒
が
書
が
石
金
爾
時
代
の
特
殊
な
造
物
ミ
し
て
嚇
方
、

銅
鐸
の
そ
れ
S
共
に
此
の
爾
時
代
の
中
間
過
渡
期
に
属
す
る
も
の

S
推
考
せ
ら
れ
近
時
其
の
研
究
の
特
に
見
る
べ
き
も
の
あ
っ
て
業

蹟
の
顯
著
な
も
の
が
あ
る
。
題
目
の
も
の
は
廓
ち
前
者
に
係
る
綜

合
的
研
究
嚢
表
の
第
一
者
ミ
し
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
邦

獲
見
の
此
種
の
も
の
約
百
鍛
例
を
鍬
へ
、
覇
鮮
の
約
三
十
例
ミ
共

に
其
の
分
布
の
九
州
北
部
を
中
心
ε
し
、
四
國
、
中
事
を
含
み
畿

内
ま
た
其
の
鵬
例
あ
っ
て
他
方
、
銅
鐸
の
分
布
に
稻
異
な
る
も
の

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

が
あ
り
　
而
か
も
爾
者
共
に
吾
が
石
金
爾
三
代
の
患
現
ミ
し
て
肯

定
せ
ら
る
・
塵
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
興
味
あ
る
題
月
を

如
何
に
解
醸
す
べ
き
か
は
署
が
古
代
文
化
を
知
ら
ん
S
す
る
も
の

に
取
っ
て
は
見
逃
す
こ
霊
の
患
來
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。
本
冊
は

師
ち
十
二
章
に
分
ち
、
分
類
、
成
分
、
分
右
，
黒
革
の
事
賢
、
鐙

萢
、
型
式
の
起
源
－
こ
其
推
移
、
分
布
ミ
型
式
ミ
の
關
係
、
埋
没
猷

態
ミ
強
跡
の
種
別
、
俘
繊
遣
物
に
濁
れ
る
考
察
、
石
劒
ミ
の
閣
係

結
論
を
以
て
し
、
ほ
黛
其
の
強
物
の
推
究
を
各
面
よ
の
推
究
し
得



た
る
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
附
す
る
約
四
＋
葉
の
綱
版
ε
約
九
＋

幽
の
挿
圖
ε
が
附
加
さ
れ
て
あ
る
。
斯
く
て
氏
は
型
式
學
的
に
其
の

新
古
を
叙
し
、
其
の
古
式
の
支
那
に
あ
る
を
述
べ
、
次
で
埋
浸
歌

態
よ
り
し
て
古
式
は
原
始
的
古
墳
に
退
化
式
の
も
の
は
宗
教
的
思

想
に
基
く
祭
祀
的
遣
跡
の
嚢
見
多
き
を
告
げ
、
共
存
遣
物
の
前
者

に
多
き
事
例
よ
り
し
て
古
式
の
絶
封
年
代
を
西
紀
前
門
・
二
世
紀

に
置
き
退
化
型
は
其
の
戸
出
真
物
の
稀
少
な
る
に
よ
っ
て
推
究
の

困
難
な
る
も
吾
が
古
墳
築
造
の
盛
行
期
に
ま
で
下
る
べ
き
も
の
あ

る
を
講
っ
て
居
る
。
要
す
る
に
本
線
は
吾
が
上
代
文
化
の
こ
の
特
・

殊
な
遣
物
に
封
し
、
最
も
光
明
あ
る
指
示
の
一
つ
を
與
へ
ら
れ
た

も
の
嚇
こ
云
へ
る
。
附
す
る
に
銅
鉾
、
銅
劒
、
銅
鐸
等
の
官
物
獲
見

の
露
霜
地
岡
を
以
て
せ
ら
れ
て
る
る
こ
ミ
は
本
影
を
危
く
も
の
に

取
っ
て
至
便
S
云
へ
る
。
　
（
四
六
倍
判
、
本
文
二
四
五
頁
、
圖
版

四
〇
、
東
京
本
郷
匿
龍
岡
町
、
聚
精
堂
嚢
行
、
贋
五
、
○
○
）

⑳
鑑
鏡
の
研
究

梅
原
　
宋
治
著

　
鏡
鑑
の
研
究
が
本
邦
上
代
磯
物
の
主
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の

で
あ
る
こ
ミ
．
は
今
更
ら
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
其
の
出
土
地
域
が
日

　
　
第
＋
、
舶
巷
　
　
紹
　
　
介

支
派
の
三
國
に
立
ち
彼
此
相
聯
熟
す
る
慮
あ
っ
て
其
の
分
布
噛
こ
絶

年
代
ミ
に
示
現
さ
る
・
古
墳
墓
の
研
究
ε
し
て
は
鏡
鑑
を
措
い
て

は
何
者
も
こ
れ
に
優
る
も
の
は
な
か
ら
う
。
嚢
に
故
富
岡
謙
麟
氏

「
古
鏡
の
研
究
」
あ
り
て
以
來
、
該
問
題
に
下
る
」
研
究
は
S
み

に
盛
大
を
加
ふ
る
も
の
が
あ
な
。
前
者
梅
原
氏
は
寓
蒼
梧
の
眞
攣

な
る
指
導
に
よ
っ
て
業
を
成
し
今
ま
富
為
栗
の
七
週
忌
に
際
し
て

同
氏
浸
後
の
研
究
を
嚢
表
せ
し
も
の
蓋
し
本
殿
は
「
古
鏡
の
研
究
」

、
こ
相
待
ち
て
姉
妹
編
ミ
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
所
謂
王
器
鏡

に
就
い
て
の
疑
問
、
獣
首
鏡
に
就
い
て
、
支
那
扇
嫁
鏡
の
一
．
三
の

新
資
料
、
年
號
銘
あ
る
支
那
古
鏡
の
新
資
料
、
上
代
丈
化
研
究
上

の
二
一
こ
の
新
資
料
、
支
那
古
鏡
の
彷
製
に
就
い
て
、
北
朝
鮮
嚢
見

の
古
鏡
等
の
七
編
を
含
み
何
れ
も
最
近
に
於
け
る
岡
氏
研
究
嚢
表

の
諸
論
文
を
集
結
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
就
中
、
北
朝
鮮
予
見
の

も
の
は
岡
氏
に
よ
っ
て
始
め
て
綜
合
的
に
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
附
す
る
に
「
考
古
畢
上
よ
り
観
た
る
上
代
田
鮮
の
關
係
」
は

氏
の
三
囲
獲
た
る
諸
方
面
の
資
料
に
立
脚
し
て
李
易
的
に
読
蓮
し

た
る
も
の
で
あ
る
。
（
菊
版
洋
装
本
文
二
八
七
頁
、
岡
版
四
九
葉
、

東
山
示
市
外
犬
翻
圃
山
霊
野
望
届
追
行
、
僧
訟
ハ
，
五
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
扁
號
　
　
一
五
七
（
日
五
七
）



第
十
禰
巻
　
　
藷
　
　
介

　
　
魎
霧
鶉
服
飾
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
士
　
原
田
　
淑
人
著

　
題
目
の
研
究
報
告
は
東
洋
文
庫
論
叢
第
四
冊
ミ
し
て
近
刊
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
著
者
の
云
へ
る
如
く
本
領
を
以
て
旧
き
に
同

　
氏
の
刊
行
せ
る
「
支
那
同
趣
の
服
飾
」
ミ
姉
妹
篇
を
な
す
も
の
で

　
あ
っ
て
、
西
域
文
化
が
支
那
本
土
の
文
化
ざ
如
何
に
密
接
な
る
關

係
あ
る
か
を
癒
存
せ
る
幾
多
の
檜
叢
の
断
片
に
よ
つ
て
推
究
し
得

た
る
も
の
で
あ
っ
て
四
章
に
分
ち
緒
説
、
西
域
嚢
見
の
絡
鑑
に
見

　
え
た
る
西
域
三
層
の
服
飾
、
結
論
ぐ
」
し
て
岡
版
四
十
一
ε
挿
圖
数

葉
ε
を
附
し
、
丈
献
ε
相
待
っ
て
説
明
を
粗
く
る
も
の
で
あ
る
。

蓋
し
本
冊
は
著
者
專
攻
の
凝
結
し
た
る
近
業
ミ
見
る
べ
き
も
の
で

あ
ら
う
。
（
四
六
判
版
、
假
綴
、
本
丈
七
六
頁
、
東
洋
文
庫
議
行
）

働
南
朝
鮮
に
於
け
る
一
代
の
遺
蹟

　
大
正
十
一
年
度
古
蹟
調
査
報
告
第
二
冊
S
し
て
朝
鮮
縮
督
府
か

ら
近
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
永
川
琴
湖
面
の
遺
蹟
，
慶
州
郡
外

東
面
入
室
里
の
遣
蹟
ご
二
見
の
癒
着
、
南
鮮
登
見
の
静
思
、
銅
劒
、

北
部
朝
鮮
出
土
の
銅
鉾
、
銅
劒
ミ
其
の
撞
蹟
叢
説
の
五
章
に
大
別

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
嚇
五
入
　
（
剛
五
入
）

し
各
章
更
に
数
筋
に
分
っ
て
叙
説
さ
る
Σ
も
の
附
す
る
に
北
部
覇

鮮
に
て
新
禺
の
銅
劒
銅
鉾
を
以
て
さ
れ
て
み
る
。
南
鮮
獲
見
の
も

の
が
特
異
な
も
の
を
包
産
し
吾
人
の
耳
臼
を
そ
ば
た
Σ
し
め
る
金

冠
塚
其
他
多
く
の
墳
璽
を
始
め
無
憂
、
寺
趾
、
城
玩
等
の
文
化
封

照
を
な
す
諸
殻
蹟
は
既
に
ほ
∬
調
査
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
又

た
史
前
文
化
を
語
る
貝
塚
遣
物
包
含
暦
、
同
散
布
心
地
調
査
の
も

の
叉
た
既
に
嚢
表
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
木
冊
は
其
の
爾
者

を
蓮
癒
す
る
時
代
ミ
遣
物
ミ
に
就
い
て
詳
論
さ
れ
て
る
る
も
の
で

あ
る
0
　
（
四
六
倍
剃
b
太
日
文
一
五
六
百
パ
、
園
捌
版
七
二
、
繍
藁
四
五
十

六
葉
、
朝
鮮
凹
総
督
府
熟
孜
行
）

　
　
愚
山
高
郷
土
更
研
究
會
考
古
學
研
究
報
告
書

　
翌
旦
筒
等
墨
校
内
で
継
織
さ
れ
て
み
る
岡
引
の
第
一
次
報
告
で

あ
っ
て
、
防
長
考
古
甦
蹟
概
説
、
周
防
國
吉
激
郡
秋
穗
二
島
村
美

能
濱
、
同
國
佐
波
郡
右
田
村
高
非
の
爾
三
物
包
含
地
，
罰
闘
同
郡

同
村
片
山
古
壌
等
の
調
査
報
告
を
以
て
し
て
み
る
。
同
校
生
徒
小

川
五
郎
，
三
宅
宗
悦
爾
氏
の
執
筆
に
係
り
、
眞
西
目
な
研
究
態
度

は
推
賞
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
（
磁
場
、
六
二
頁
、
山
高
郷
土
史

研
究
會
糞
壷
）
〔
以
上
島
田
〕


